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主 旨 説 明
大 塚 雄 作（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
高等教育に関して非常に重要なお仕事をされている先生でございます。
特に先生の場合には、高等教育に関する日英協力で中心的な役割を果たしてこられました。これは恐らく先生の、
研究の領域にも及ぶのではないかと思いますけれども、イギリスをはじめとした欧米の高等教育やその評価の状況に
ついて、特に具体的に英国とは強い連携といいますか、役割を果たしてこられたということで、私も最近知りました
が、昨年は名誉大英勲章というのをイギリスからお受けになり、欧米を中心にした世界的な高等教育の状況及び、そ
こでの評価の問題といったあたりを大きなバックボーンとしながら、日本での大学評価のお仕事に邁進しておられま
す。大学のほうから見ております我々の感覚でいうと、日本でこうやって進んできている大学評価の当初からの頭目
がここにいらっしゃるという印象を持っているわけですけれども、今日はむしろ、その辺のご苦労を中心にしてきた
んのないお話を聞かせていただければと思っております。
それでは、どうぞよろしくお願いいたします。
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